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図６　保健室来室者記録作成時に参考にしたもの（n＝651）
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（複数回答可）
　現在の記録を改善したいと回答した者は、
243名（37.3％）であった。校種別では、小学
校が143名（38.2％）、中学校が65名（38.9％）、
高等学校が20名（29.0％）であった。経験年数
でみると、経験５年未満は39名（50.6％）、５
〜10年は33名（51.6％）、11〜14年は８名
（27.6％）、15〜19年は25名（37.3％）、20年
以上は137件（33.2％）であった。
　具体的な改善点として、「簡潔にしたい」
「集計しやすいようにしたい」「誰が見ても
分かりやすいものにしたい」など簡潔かつ効
率的な記録用紙の書式に関する改善や、「子
どもが記入しやすいようにしたい」など子ど
も自身が記入し、振り返りができるような書
式への変更などが挙げられた。また、「心の
問題の要因を探りやすくするための内容」や
「心理面の状態の記入欄」を設けたいといっ
た意見も挙げられた。
Ⅳ　考察
　本調査を通じて、保健室来室者記録は、後
藤らの先行研究
４）
と同様に、単に児童生徒の保
健室来室時の状況を記すものとしての機能の
みでなく、「記録する」という行為を通して
児童生徒自身が自分の心身の状態を把握する
ためのツールとしての機能と活用されている
ことがうかがわれた。本調査結果では、保健
室来室者記録の目的は、「子どもの情報収集
のため」や「保健統計のため」が多かった
が、単に情報収集や資料作成にとどまらず、
「子ども自身に健康問題を振り返らせるた
め」と回答した者が特に中学校と高等学校に
勤務する養護教諭の約８割と高いことや、高
等学校に勤務する養護教諭の約半数が「話が
苦手な子どもの気持ちを表出させる」目的で
来室者記録を使用していた。また、保健室来
室者記録の活用方法についても、「健康課題
の把握」や「個別指導」として対象となる児
以上は354件（85.9％）であった。「統計資
料」については、経験５年未満は54件（70.1％）、
５〜10年は48件（75.0％）、11〜14年は25件
（86.2％）、15〜19年は56件（83.6％）、20年
以上は347件（84.2％）であった。「連携」に
ついては、経験5年未満は41件（53.2％）、５
〜10年は31件（48.4％）、11〜14年は20件
（69.0％）、15〜19年は26件（38.8％）、20年
以上は234件（56.8％）であった。
６）保健室来室者記録作成時に参考にしたも
の（複数回答可）（図６）
　「自分で作成したもの」が338件（51.9％）、
「前任者が作成したもの」を参考して作成し
た者が321件（49.3％）、「他校の保健室来室
者記録」が179件（27.5％）、「専門書、論文
などの文献」が70件（10.8％）、「各地域で作
成したもの」が44件（6.8％）、「各校種の研
究協議会で作成したもの」が38件（5.8％）で
あった。校種別でみると、「前任者が作成し
たもの」が小学校で165件（63.8％）、中学校
で92件（51.8％）、高等学校で36件（44.4％）
であり、「各校種の研究協議会で作成したも
の」は、小学校で17件（4.5％）、中学校で14
件（8.4％）、高等学校で６件（8.7％）であっ
た。また、経験年数別でみると、「前任者が
作成したもの」については、経験５年未満は
51件（66.2％）、５〜10年は39件（60.9％）、
11〜14年は16件（55.2％）、15〜19年は32件
（47.8％）、20年以上は183件（44.4％）で
あった。「自分で作成したもの」について
は、経験5年未満は９件（11.7％）、５〜10年
は10件（15.6％）、11〜14年は４件（13.8％）、
15〜19年は８件(11.9％）、20年以上は39件
（9.5％）であった。
７）保健室来室者記録の名称
　主な名称として、小学校では「けがの記
録・病気の記録」、中学校や高等学校では
「保健室来室者記録」「保健室利用カード」
といった名称が用いられていた。
８）保健室来室者記録の記録改善希望の有無
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化、多様化しており、ますます養護教諭の役
割は重要視され、役割の発揮が期待される現
状において、養護教諭の経験年数や所有免許
等に応じて、子どもを捉える視点に差が生じ
ることは避けるべき状況であるといえる。だ
からこそ、子どもを捉える視点の統一がより
一層求められると考える。しかし、保健室来
室者記録は単に画一化された記録として統一
した書式が作成されればよいという性質のも
のではなく、各地域の健康課題や各学校の規
模などの特性に応じたものでなければならな
い。
　本調査結果からも、約４割の養護教諭が
「記録の改善」を希望しており、より効果的
な情報収集を行うための項目の整理や、子ど
も自身が記入し、振り返りができるような書
式への変更希望、身体症状のみならず心の健
康問題へのアプローチが可能となる書式等へ
改善が示唆された。これらの改善にあたり、
まずは保健室来室者記録の目的・活用の意図
を明確化し、養護教諭はもちろんのこと他の
教職員とも共有化を図ることが前提条件とし
て存在すると考えられる。そして、保健室来
室者記録を十分に活用していくためにも、各
地域・学校の特性を踏まえたマニュアル化や
活用方法等を含めたあり方を検討していく必
要があり、それらを通じて、養護教諭が子ど
もの心身の健康問題に早期に気づき、適切な
養護診断・対応へとつなげられる能力を身に
つけることにもつながることが示唆された。
Ⅴ　結論
　本調査結果から、保健室来室者記録は、子
どもの心身の健康問題の把握が行えるよう
に、校種等の特性を踏まえた記載内容となっ
ていることが示唆され、多くの養護教諭は更
なる充実に向けて、その目的や活用方法に応
じた記録内容や書式のあり方について検討し
ていることが明らかとなった。加えて、保健
童生徒の状況をより深く理解し、継続的に活
用していることが明らかとなった。
　この結果から、思春期というライフサイク
ルにおける心身の状態が不安定な時期にある
生徒に対し、自分自身のからだとこころに向
き合うきっかけや、自身が抱える悩み等を表
出できない際の何かしらのサインを保健室来
室者記録を通してキャッチしようとする養護
教諭の意図が込められていることがうかがわ
れた。
　保健室来室者記録の記載項目では、「来室
者氏名」「来室の日時」といった基本的事項
や、「具体的な症状」などの来室理由などの
項目の他、校種の特性を踏まえ、「睡眠」
「食事」等の日頃の生活習慣を把握する項目
や、「悩みの有無」や「相談希望の有無」な
ど心の健康問題に対する情報把握のための項
目も挙げられており、あらゆる側面から情報
収集が可能となっていた。これらのことか
ら、保健室来室者記録は、養護教諭が児童生
徒の心身の状態を多角的にアセスメントし、
養護診断・対応を行うためのチェックシート
としての機能もあることが示唆された。
　しかし、保健室来室者記録の作成根拠は、
法律等で明確に定められておらず、その記載
内容や活用方法は、養護教諭一人一人に任さ
れている現状である。本調査結果において
も、現在使用している保健室来室者記録は、
「前任者が作成したもの」を参考して作成し
た者が約半数を占めており、勤務経験年数が
少ないほど、「前任者の作成したもの」を参
考にしていた。一方、「各地域で作成したも
の」や「各校種の研究協議会で作成したも
の」を参考にしている人は全体的に少なく、
作成は養護教諭個人の作成レベルにとどまっ
ていることがうかがわれた。養護教諭は各学
校に１人配置であることが多く、かつ定期的
な異動等が生じるため、勤務校の特性に応じ
た臨機応変な対応がその都度求められる。特
に、近年子どもを取り巻く健康課題は複雑
学校における保健室来室者記録の現状に関する調査研究
115
室来室者記録の目的・活用の意図を明確化
し、共有化を図ることにより、養護教諭が子
どもの心身の健康問題に早期に気づき、適切
な養護診断・対応へとつなぐことができるこ
とが示唆された。
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